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報道関係各位  

 がんゲノム医療情報を集約・管理し、利活用の推進を図る 

がんゲノム情報管理センター（C-CAT）開設 
 
 

2018 年 6 月 1 日 
国立研究開発法人国立がん研究センター 

 

国立研究開発法人国立がん研究センター（理事長：中釜斉、所在地：東京都中央区）は、国が推進す

るがん対策基本法に基づく第３期がん対策推進基本計画における重要課題の一つである、がんゲノム

医療の新たな拠点として、「がんゲノム情報管理センター（C-CAT：Center for Cancer Genomics and 
Advanced Therapeutics、センター長：間野博行）」を 6 月 1 日に開設しました。「がんゲノム情報管理セ

ンター」では、全国のゲノム医療の情報を集約・保管し、かつその情報を新たな医療の創出のために適

切に利活用していく仕組みを構築します。 
 

背景 
わが国におけるゲノム医療については、2017 年に厚生労働省が開催したがんゲノム医療推進コンソ

ーシアム懇談会において、世界最先端のがんゲノム医療をいち早く国民に届けるだけでなく、わが国の

利点を生かした革新的治療法の開発や日本人集団での知見の集積によるアジア諸国への貢献等、世

界をリードすることを目指したチャレンジングな仕組みを構築すべきであること、また、構築する基盤は国

民共有の財産であることがとりまとめられ、がんゲノム医療を提供する医療機関やがんゲノム医療情報

の集約・保管・利活用推進機関等の機能や役割について方向性が示されました。（報告書 2017 年 6 月

27 日） 
このような新しい医療体制を段階的に作り上げていくため、国は 2018 年 2 月にまず、全国 11 カ所の

病院を、がんゲノム医療中核拠点病院として指定し、各病院と連携するがんゲノム医療連携病院 100施

設とともに、2019 年度を目途に、保険診療としてのがんのゲノム医療の提供を目指しております。 
この国の方針に基づき、国立がん研究センターは、全国のがんゲノム医療中核拠点病院・がんゲノム

医療連携病院（以下、合わせて「中核拠点病院等」という）と緊密なネットワークを作り、我が国のがんゲ

ノム医療の情報を集約・保管するとともに、その情報を保険診療の質の向上と、新たな医療の創出に利

活用するため、国の財源を得て、「がんゲノム情報管理センター」を設置することになりました。 
 

「がんゲノム情報管理センター」の役割 
まずは、がんゲノム医療・研究のマスターデータベースである「がんゲノム情報レポジトリー」*1を開発・

構築し、2019 年初めより試運転を開始する予定です。またがんゲノム医療に必要な知識データベース

（CKDB: Cancer Knowledge DataBase）を構築します。これらの仕組みを活用して、中核拠点病院等と

ともに日本におけるがんゲノム医療を推進していきます。 
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1. がんゲノム診断の質の確保・向上 
 日本人の臨床・ゲノム情報を国内公的機関に確保し、我が国に至適化された CKDB を作成、

がんゲノム医療中核拠点病院のエキスパートパネル*2活動に貢献 
 全国の集計データに基づくがんゲノム医療の国民への情報提供・行政機関等への提言 

2. 情報の共有 
 中核拠点病院等の間でレポジトリーデータベースの情報を適切な取り決めのもとに共有、保険

医療の改善のために活用 
3. 開発研究・臨床試験の促進 

 臨床試験・医師主導治験等の基盤データとしての活用 
 企業を含む創薬・個別化医療開発への利活用 

4. 全ゲノム解析の医療応用に向けた検討・人材育成 
 
 
 

「がんゲノム情報レポジトリー」について（*1） 
「がんゲノム情報管理センター」では、中核拠点病院等から、がん患者のゲノム情報のみならず､治療

薬に対する効果や予後等を含めた臨床情報を共通の枠組み（テンプレートや Electronic Data Capture
（EDC）システム等）で受領し、保管するとともに、適宜中核拠点病院等に問い合わせて修正を依頼する

等により、品質を確保・管理するシステムを構築します。また、受領したゲノム情報から患者毎の遺伝子

変異を解析し、CKDB を用いて「がんゲノム検査 CKDB 報告書」を作成してがんゲノム医療中核拠点病

院に提供する予定です。 
さらに、収集した臨床・ゲノム情報の一部を中核拠点病院等における保険診療や臨床試験の質の向

上のために共有するポータル機能、大学や企業等における新しい医療の研究開発等のいわゆる二次

利用のためのデータセットを作成し受け渡す機能を構築するとともに、中核拠点病院等に対して必要な

支援が可能な体制の構築を目指します。 
 
 

「エキスパートパネル」について（*2） 
がんゲノム医療では、患者さん一人ひとりのがん細胞のゲノム情報を分析して、担当医が現時点でそ

の方に最も適した治療法を選択するための基礎資料とします。その際、ゲノム解析の元データから、医

療に役立つ情報を引き出すためには、様々な専門家の協議による検討が必要で、その仕組みを「エキ

スパートパネル」と呼びます。「エキスパートパネル」はがんゲノム医療中核拠点病院に設置され、そこで

作成される報告書が担当医の元に返されます。「がんゲノム情報管理センター」は、エキスパートパネル

における検討の基礎資料の一つとして、「がんゲノム検査 CKDB 報告書」をがんゲノム医療中核拠点病

院に提供する予定です。 
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参考 
がん対策推進基本計画（第３期）＜平成３０年３月９日 閣議決定＞ 
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000183313.html 

がんゲノム医療推進コンソーシアム懇談会 報告書 
http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000169238.html 

第１回がんゲノム医療中核拠点病院等の指定に関する検討会（資料） 
http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000194192.html 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜報道関係からのお問い合わせ先＞ 
国立研究開発法人国立がん研究センター 
企画戦略局 広報企画室 
TEL：03-3542-2511（代表） FAX：03-3542-2545 
E-mail：ncc-admin@ncc.go.jp 
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